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ち
の
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う
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う
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た
ふ
と

く
わ
う
た
い

ご

う

　

　

い

懿
徳
天
皇
、

安
寧
帝
の
第
二
子
な
り
。

母
は
渟
名
底
仲
媛
皇
后
に
し
て
、

安
寧
帝
の
十
一
年
、

立
ち
て
皇
太
子
と
な
る
。

三
十
八
年
十
二
月
、

安
寧
帝
崩
ず
。

元
年
辛
卯
、

春
二
月
四
日
壬
子
、

天
皇
、
位
に
　
く
。

時
に
年
四
十
四
。

是
を
大
日
本
彦
耜
友
天
皇
と
な
す
。

秋
八
月
丙
午
の
朔
、

安
寧
天
皇
を
葬
る
。

九
月
十
四
日
己
丑
、

皇
后
を
尊
び
て

皇
太
后
と
曰
ふ
。
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い
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て

ん

わ

う

　

い

二
年
壬
辰
、

春
正
月
五
日
戊
寅
、

都
を
輕
に
遷
し
、

是
を
曲
峽
宮
と
謂
う
。

二
月
十
一
日
癸
丑
、

天
豊
津
媛
を
立
て
ゝ

皇
后
と
な
す
。

二
十
二
年
壬
子
、

春
二
月
十
二
日
戊
午
。

觀
松
彦
香
殖
稲
尊
を
立
て
ゝ

皇
太
子
と
な
す
。

三
四
年
甲
子
、

秋
九
月
四
日
辛
未
、

天
皇
崩
ず
。

年
七
十
七
。

畝
傍
山
南
繊
沙
谿
上
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て
懿
徳
天
皇
と
曰
ふ
。


